
第16回アジア競技大会（２０１０/広州）

2010年11月13日　12時　　　AOTI　BASEBALL　FIELD　　観衆：200名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 日本
タイ 0 0 0 0 0 0 守備 名前 ﾁｰﾑ 打数 安打 打点

日本 10 5 3 0 x 18 8） 北道 NTT東日本 2 2 2
5) 多幡 Honda 2 2 3

日本：須田（2回）、○藤田(1回）、阿部（1回）、小高（1回） 5 上野 JR四国 1 1 1
－上田、佐伯 D） 池邉 JX-ENEOS 2 1 1
タイ：●KA 回）、 回）、　NJANAVISUT(1 MEEBOONROD(1 D 川﨑 熊本ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝﾗｰｸｽ 1 0 0
NADEE（2回）－THONGBAI 3） 西郷 Honda 2 2 2

4 横山 三菱重工神戸 1 1 2
日本：三塁打－橋本、北道 9） 林 富士重工業 3 2 1
　　　　二塁打－伊藤、多幡、西郷、上野、横山、 7 渡部 三菱重工横浜 1 0 0
タイ：なし 7)9 伊藤 慶応義塾大学 3 1 2

4)3 橋本 JFE西日本 3 2 2

ｱｼﾞｱ競技大会初戦は、日本が初回10得点を上
げ試合を決めた。日本打線は20安打18得点、投
手陣もタイをﾉｰﾋｯﾄにおさえた。
大会初参加のモンゴルは12名のみでチームを編
成。用具も不足しており、横山、久米、上野の3名
がモンゴルチームにバットを寄贈した。

H3 久米 三菱重工長崎 1 1 0
2） 上田 NTT東日本 3 3 1
H2 佐伯 Honda 1 0 0
6） 岩下 日本生命 3 2 1

29 20 18

タイ
守備 名前 ﾁｰﾑ 打数 安打 打点

＜その他の試合＞ D) JANRAK CPE 2 0 0
パキスタン５－３香港 8) SUDSAWAD KASETSAET 2 0 0
韓国６－１ﾁｬｲﾆｰｽﾞﾀｲﾍﾟｲ 6） SARNWIT NICE 2 0 0
＊韓国3番の秋信守（ｲﾝﾃﾞｨｱﾝｽ）が林（読売）か
ら2打席連続2点本塁打。

3） SANPAHANG. F20 2 0 0
9） SITTHIKAEW 岡山山陽高校 2 0 0
5) JAROENKIT. CPE 2 0 0
7) SRISAIPET CPE 2 0 0
2） THONGBAI CPE 1 0 0
4) CHONGON F20 1 0 0

16 0 0
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